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Ⅲ 財務の概要 

１ 学校法人会計について 

学校法人は，文部科学大臣の定める基準により会計処理を行い，計算書類を作成し，公認会計士

又は監査法人の監査報告書を添付した上で，所轄庁へ提出しなければならないと定められていま

す。文部科学大臣の定める基準は，「学校法人会計基準」として１９７１年に制定されました。 

 

 （１） 計算書類について 

学校法人が作成しなければならない計算書類は，資金収支計算書及びこれに附属する内訳表（資

金収支内訳表，人件費支出内訳表，活動区分資金収支計算書）並びに事業活動収支計算書及びこれ

に附属する内訳表（事業活動収支内訳表）並びに貸借対照表及びこれに附属する明細表（固定資産

明細表，借入金明細表，基本金明細表）となっています。この「学校法人会計基準」については，

一般に分かりやすく，かつ，経営判断に役立てることを目的として，２０１５年度の計算書類から

改まりました。 

学校法人が作成する計算書類と役割は次のとおりです。参考として，企業会計で作成する財務諸

表を併記しています。ただし，学校法人会計と企業会計の書類は，完全に一致するものではありま

せん。 

 
 

学校法人会計 企業会計（株式会社） 

計算書類

と役割 

資金収支計算書 キャッシュ・フロー計算書 

会計期間の支払資金の顛末を表示し，資

金の流れの把握を行う 

会計期間の資金の源泉と用途を表し，資

金の流れの把握を行う 

事業活動収支計算書 損益計算書 

会計期間の収支均衡の状態を表し，収支

と採算性の把握を行う 

会計期間の損益の状態を表し，損益と採

算性の把握を行う 

貸借対照表 貸借対照表 

一定時点の資産，負債，基本金等の内容

と金額を表し財政状況の状態把握を行う 

一定時点の資産，負債，資本金等の内容

と金額を表し財政状況の状態把握を行う 

 

学校法人は，会計期間の収支と顛末から計画（予算）のとおり事業が遂行されたかどうか，また

財政状況等から経営状態を見ることに視点がおかれています。一方の企業会計では，会計期間の損

益と一定時点での財政状況等から経営状態を見ることに視点がおかれています。 
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ア 資金収支計算書 

資金収支計算書は，当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入及び支出の内容と，当該会

計年度における支払資金（現金及びいつでも引き出すことができる預貯金）の収入及び支出の顛

末を明らかにしています。この計算書の特徴として，資金収支調整勘定があります。当該年度に

係る収入や支出を前年度以前に受入れ又は支払ったもの，並びに翌年度以降に受入れ又は支払

うものについて調整勘定を用い修正を行い，支払資金の顛末を明らかにしています。 

 

イ 事業活動収支計算書 

事業活動収支計算書は，当該会計年度の事業活動収入と事業活動支出の内容と均衡の状態を明

らかにしています。事業活動収支計算書は発生主義により計上され，採算性を把握するために利

用されており，減価償却額等の資金支出のないものも含んでいます。健全な発展に向け，当該会

計年度の収支の均衡状況と長期的な収支の均衡状況を明らかにするために利用されています。 

 

ウ 貸借対照表 

 貸借対照表は，一定時点（決算日）における資産，負債，及び純資産の内容並びに在り高から，

財政状態を明らかにするものです。学校法人会計基準では，資産の評価を，取得価額をもってす

るものとし，固定資産のうち，時の経過によりその価値が減少するものについては，定額法によ

る減価償却を行うこととしています。 

基本金は，学校法人が教育研究活動を行う上で必要な資産の額で，建物や機器備品等の固定資

産や基金として積み立てた資金等の額を示しています。現預金の残高と直接的な関係はなく，基

本金と同額の資金が実際に保有されているというものではありません。学校法人が維持すべき

資産を金額で示したものです。基本金の種類と内容は次のとおりです。 

 
 

内  容 

第１号基本金 
設立当初に取得した固定資産や，教育の充実・発展のために取得した固定資産の

額（土地，建物，機器備品，図書等の取得額） 

第２号基本金 将来，固定資産を取得するために，事前に留保した資産の額 

第３号基本金 
基金（教育基金，研究基金，奨学基金等）として継続的に保持，運用する資産の

額 

第４号基本金 恒常的に保持すべき（運転）資金の額 
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２ 決算の概要 

（１）資金収支計算書の状況 

資金収支計算書における主な内容について報告します。 

収入の部 （単位　千円）

科　　　目 予算 決算 差異 入学定員充足率の向上などにより，

学生生徒等納付金収入 41,608,954 42,042,503 △ 433,549 4.3億円上回りました。

手数料収入 3,043,285 3,326,521 △ 283,236

寄付金収入 899,740 759,831 139,909 志願者数の増加による入学検定料の増加等で，

補助金収入 4,669,646 4,415,071 254,575 2.8億円上回りました。

資産売却収入 2,600,000 2,511,960 88,040

付随事業・収益事業収入 818,438 827,691 △ 9,253 寄付額が予算より1.4億円下回りました。

受取利息・配当金収入 409,234 432,147 △ 22,913

雑収入 2,106,823 1,821,094 285,729 経常費補助金の減少などにより，

借入金等収入 0 0 0 予算額を2.5億円下回りました。

前受金収入 7,362,809 7,992,175 △ 629,366

その他の収入 6,807,358 12,578,019 △ 5,770,661 2022年度入学者の学生生徒等納付金が

資金収入調整勘定 △ 7,842,704 △ 8,483,896 641,192 予算額を上回りました。

前年度繰越支払資金 13,841,106 17,457,814

収入の部合計 76,324,689 85,680,930 △ 9,356,241 施設設備整備引当特定資産57億円を，

減価償却引当特定資産に振り替えました。

支出の部

科　　　目 予算 決算　 差異 採用の繰延等があり，予算額を下回りました。

人件費支出 30,829,778 30,136,139 693,639

教育研究経費支出 14,311,472 12,422,397 1,889,075 新型コロナウイルス感染対策による活動制限等の

管理経費支出 2,164,305 1,722,561 441,744 影響により，予算額を下回りました。

借入金等利息支出 0 0 0

借入金等返済支出 0 0 0 和泉ラーニングスクエア建設や大規模修繕等

施設関係支出 6,241,000 5,603,875 637,125 による支出です。

設備関係支出 1,929,817 1,929,817 0

資産運用支出 8,435,704 15,516,514 △ 7,080,810 和泉ラーニングスクエア竣工に伴う支出のため，

その他の支出 7,008,503 7,131,204 △ 122,701 予算に予備費を充当しました。

〔予備費〕 3,107 3,107

資金支出調整勘定 △ 5,848,202 △ 8,195,159 2,346,957 施設設備整備引当特定資産57億円を減価償却

翌年度繰越支払資金 11,249,205 19,413,583 △ 8,164,378 引当特定資産に振り替えました。

支出の部合計 76,324,689 85,680,930 △ 9,356,241

(注)　金額は科目ごとに四捨五入しているため，合計額と端数差異が生じる場合があります。  
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（２）活動区分資金収支計算書 

 資金収支計算書を活動区分毎に分類した活動区分資金収支の内容について報告します。 

(単位　千円) 各区分の説明

金額 ・教育活動による資金収支

学生生徒等納付金収入 42,042,503 本業である教育活動におけるキャッシュベースの

手数料収入 3,326,521 収支を表しています。

特別寄付金収入 747,553 ・施設整備等活動による資金収支

経常費等補助金収入 4,384,211 教育活動を支える施設や設備等の整備活動における

付随事業収入 827,691 キャッシュベースの収支を表しています。

雑収入 1,821,094 ・その他の活動による資金収支

教育活動資金収入計 53,149,573 有価証券の売買や資産運用収入等の財務活動における

人件費支出 30,136,139 キャッシュベースの収支を表しています。

教育研究経費支出 12,422,397

管理経費支出 1,722,561

教育活動資金支出計 44,281,096

差引 8,868,477

調整勘定等 167,616 本業の教育活動における資金収支差額は，

教育活動資金収支差額 9,036,093 90億円のプラスとなりました。

金額

施設設備寄付金収入 12,277 全額を減価償却引当特定資産に振り替えました。

施設設備補助金収入 30,861

第2号基本金引当特定資産取崩収入 3,000,000 和泉ラーニングスクエア建設や大規模修繕等

施設設備整備引当特定資産取崩収入 5,700,000 による支出です。

減価償却引当特定資産取崩収入 1,507,681

その他の引当特定資産取崩収入 10,000 大きな支出として，和泉ラーニングスクエア竣工

施設整備等活動資金収入計 10,260,818 に伴う支出があげられます。

施設関係支出 5,603,875

設備関係支出 1,929,817 生田キャンパス第二中央校舎（仮称）整備計画に

第2号基本金引当特定資産繰入支出 1,500,000 伴う繰入です。

減価償却引当特定資産繰入支出 10,200,000

中長期修繕引当特定資産繰入支出 980,280 施設設備整備引当特定資産からの振替額57億円

その他の引当特定資産繰入支出 10,779 および老朽化建物等の今後の建て替えへの備え

施設整備等活動資金支出計 20,224,751 として45億円を繰入れました。

差引 △ 9,963,932

調整勘定等 1,464,841 中長期修繕に備え，大・中規模修繕の予算残額を

施設整備等活動資金収支差額 △ 8,499,092 繰入れました。

537,001

金額 教育活動と施設整備等活動を合わせた資金収支差額は

その他の収入 3,921,455 5億円のプラスとなりました。

受取利息・配当金収入 432,147

その他の活動資金収入計 4,353,602 第3号基本金引当特定資産（主には明治大学奨学基金）

第３号基本金引当特定資産繰入支出 1,504,686 に15億円繰入れました。

学生・教育活動緊急支援引当特定資産繰入支出 262,608

その他の支出 1,165,500 新型コロナウイルスおよび今後の不測の事態に

その他の活動資金支出計 2,932,793 備えるための繰入です。

差引 1,420,809

調整勘定等 △ 2,041

その他の活動資金収支差額 1,418,768

1,955,769 現金預金は20億円増加しました。主に，和泉ラーニ

17,457,814 ングスクエア竣工に伴う未払金に充てられます。

19,413,583

(注)　金額は科目ごとに四捨五入しているため，合計額と端数差異が生じる場合があります。
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（３）事業活動収支計算書 

 事業活動収支計算書における主な内容を報告します。 

(単位　千円)

予算 決算 差額 各区分の説明

学生生徒等納付金 41,608,954 42,042,503 △ 433,549 ・教育活動収支

手数料 3,043,285 3,326,521 △ 283,236 経常的な収支のうち，本業の教育活動の

寄付金 869,740 747,553 122,187 収支状況を表す

経常費等補助金 4,637,021 4,384,211 252,810 ・教育活動外収支

付随事業収入 818,438 827,691 △ 9,253 経常的な収支のうち，財務活動による

雑収入 2,106,823 1,821,094 285,729 収支状況を表す

教育活動収入計 53,084,261 53,149,573 △ 65,312 ・経常収支

人件費 31,136,883 30,528,854 608,029 経常的な収支バランスを表す

教育研究経費 19,377,518 17,459,196 1,918,322 ・特別収支

管理経費 2,471,181 1,997,570 473,611 資産売却や処分等の臨時的な収支を表す

徴収不能額等 47,924 19,482 28,442 ・基本金組入前当年度収支

教育活動支出計 53,033,506 50,005,102 3,028,404 毎年度の収支バランスを表す

50,755 3,144,471 △ 3,093,716 ・当年度収支

受取利息・配当金 409,234 432,147 △ 22,913 長期の収支バランスを表す

教育活動外収入計 409,234 432,147 △ 22,913
支

出 教育活動外支出計 0 0 0

409,234 432,147 △ 22,913

459,989 3,576,618 △ 3,116,629 教育活動と教育活動外の収支差額の合計で

資産売却差額 0 0 0 ある経常収支差額は予算を31億円上回り，

その他の特別収入 170,625 176,219 △ 5,594 35.8億円のプラスとなりました。

特別収入計 170,625 176,219 △ 5,594 個別の増減要因は資金収支計算書の説明

資産処分差額 124,769 228,666 △ 103,897 と同様です。

その他の特別支出 0 19,313 △ 19,313

特別支出計 124,769 247,978 △ 123,209 機器・図書・構築物の除却等が発生し，

45,856 △ 71,760 117,616 1.2億円のマイナスとなりました。

500,000 500,000

5,845 3,504,858 △ 3,499,013 単年度の収支のバランスを示す基本金

△ 5,813,193 △ 4,951,864 △ 861,329 組入前当年度収支差額は，約35億円の

△ 5,807,348 △ 1,447,006 △ 4,360,342 プラスとなりました。

△ 77,079,220 △ 71,174,461 △ 5,904,759

0 0 0 基本金への組入は49.5億円です。

△ 82,886,568 △ 72,621,467 △ 10,265,101 (内訳) 第１号基本金　49.5億円

　　　第２号基本金  -15億円

53,664,120 53,757,939 △ 93,819 　　　第３号基本金　15億円

53,658,275 50,253,080 3,405,195

(注)　金額は科目ごとに四捨五入しているため，合計額と端数差異が生じる場合があります。
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（４）貸借対照表 

 貸借対照表における主な内容を報告します。 

資 産 の 部 (単位　千円) 和泉ラーニングスクエアの竣工に

本年度末 前年度末  増　減 伴い，全体では増加しました。

固定資産 213,183,963 206,887,807 6,296,156

有形固定資産 141,921,291 139,768,990 2,152,301 和泉ラーニングスクエアの竣工に

特定資産 70,183,575 65,749,359 4,434,216 よる取崩が30億円，生田キャンパ

第２号基本金引当特定資産 1,500,000 3,000,000 △ 1,500,000 ス第二中央校舎（仮称）の資金

第３号基本金引当特定資産 9,682,489 8,177,803 1,504,686 繰入が15億円ありました。

退職給与引当特定資産 9,153,999 9,176,308 △ 22,309

年金引当特定資産 17,308,614 16,871,280 437,334 明治大学奨学基金等に，

施設設備整備引当特定資産 0 5,700,000 △ 5,700,000 15億円を繰入れました。

減価償却引当特定資産 26,554,978 17,877,910 8,677,068

中長期修繕引当特定資産 1,710,183 729,903 980,280 全額を減価償却引当特定資産に

学生・教育活動緊急支援引当特定資産 1,170,028 1,041,421 128,608 振り替えました。

その他の引当特定資産 3,103,283 3,174,734 △ 71,450

その他の固定資産 1,079,097 1,369,457 △ 290,360 施設設備整備引当特定資産からの

流動資産 26,959,640 27,515,007 △ 555,367 振替額57億円を含みます。

240,143,603 234,402,814 5,740,789

新型コロナウイルスおよび今後の

負 債 の 部 不測事態に備えています。

本年度末 前年度末  増　減

固定負債 35,810,781 35,698,444 112,337

流動負債 20,284,178 18,160,584 2,123,594 主には未払金の増加です。

56,094,959 53,859,028 2,235,931

純資産の部

本年度末 前年度末  増　減

基本金 256,670,111 251,718,247 4,951,864

繰越収支差額 △ 72,621,467 △ 71,174,461 △ 1,447,006

184,048,644 180,543,786 3,504,858 純資産は35億円増加しました。

240,143,603 234,402,814 5,740,789

(注)　金額は科目ごとに四捨五入しているため，合計額と端数差異が生じる場合があります。

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

科目

資産の部合計

科目

負債の部合計

科目
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（５）科目の説明 

資金収支計算書と事業活動収支計算書共通の勘定科目

収入科目 説明 支出科目 説明

学生生徒等納付金収入 授業料、入学金等の学費収入 人件費支出※ 教職員･役員の給与や退職金、年金等

手数料収入 入学検定料等の収入 教育研究経費支出※ 教育研究に係る経費の支出

寄付金収入 未来サポーター募金等の寄付金 管理経費支出※ 法人業務等に係る経費の支出

補助金収入 国や地方公共団体等からの補助金 借入金等利息支出 借入金利息の支払額

付随事業・収益事業収入 受託事業、ﾘﾊﾞﾃｨｱｶﾃﾞﾐｰ等の収入 ※人件費支出のうち退職金支出や年金支出については，

受取利息・配当金収入 有価証券等の利息収入 　資金収支計算書では当該年度の支出額を表示し，事業活動

雑収入 施設設備利用料等のその他の収入 　収支計算書では将来支出に備えた引当金等の非資金項目を

　表示するため，金額が異なります。教育研究・管理経費

　支出も事業活動収支計算書では減価償却額を表示するため

　金額が異なります。  

資金収支計算書固有の勘定科目

収入科目 説明 支出科目 説明

資産売却収入 有価証券等の資産の売却収入 借入金等返済支出 借入金元金の返済額

借入金等収入 当該年度の借入金 施設関係支出 土地、建物等の購入支出

前受金収入 翌年度に係る収入の今年度受入額 設備関係支出 機器備品、図書等の購入支出

その他の収入 前期末未収入金収入や貸付金回収収入等 資産運用支出 有価証券や引当特定資産への繰入

資金収入調整勘定 期末未収入金及び前期末前受金 その他の支出 前期末未払金支払支出や貸付金支出等

前年度繰越支払資金 前年度からの現金預金の繰り越し 資金支出調整勘定 期末未払金及び前期末前払金

翌年度繰越支払資金 翌年度への現金預金の繰り越し

 

事業活動収支計算書特有の勘定科目

現物寄付 機器備品や図書等の寄付の受入額

資産売却・処分差額 資産処分によって発生する差益・差損の計上額

徴収不能額等 学費等の未収入金のうち，除籍者に係る学費を徴収不能額として処理した費用等

減価償却額 建物や機器備品等，設備投資した資産を耐用年数で除し，耐用年限に渡り分割して計上する費用

引当金繰入額・戻入額 将来必要となる支出に備え，当該年度に引当金として計上する金額又は取崩額

基本金組入額・取崩額 学校法人の維持に必要な資産を継続的に保持するための組入額又は取崩額

 

貸借対照表の勘定科目

有形固定資産 土地，建物，構築物，機器備品，図書等の固定資産の総額

特定資産 特定用途のために繰入れている引当資産の総額

その他の固定資産 有価証券，長期貸付金，長期前払金等の固定資産の総額

流動資産 現金預金，未収入金，短期貸付金，有価証券等の流動資産の総額

固定負債 退職給与引当金，年金引当金，長期未払金等の固定負債の総額

流動負債 未払金，前受金，預り金等の流動負債の総額

基本金 第１号～第４号基本金の総額。学校を構成するために保持している基本財産。

繰越収支差額 基本財産である基本金を自己資金でどれだけ保有しているかを表す。

 

 


